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第7号

マでミ

器
提
瀦
町
粧
曾
教
育
の

現
械
と
将
来
の
一
軒
高

一
、
社
会
教
育
は
住
民
相
互
の
一
に
わ
た
っ
た
地
域
を
対
象
と
一
六
、
是
等
の
民
主
団
体
は
本
質

教
育
に
よ
っ
て
住
み
よ
い
地
一
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
と
し
て
自
主
的
団
体
で
あ
る

域
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
す
一
大
昭
和
廿
九
年
度
各
公
民
舘
一
が
故
に
友
愛
と
郷
土
愛
に
基

る

営

で

あ

る

こ

と

は

云

う

ま

一

経

営

予

算

額

一

い

て

お

互

の

切

瑳

琢

磨

に

よ

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
出
海
公
民
舘
二
六
九
千
円
一
っ
て
各
自
の
教
養
を
高
め
る

洋
で
は
社
会
改
善
運
動
、
新
一
櫛
生
公
民
舘
一
三
三
千
円
一
と
共
に
新
生
活
運
動
に
奉
仕

一
、
宝
活
運
動
と
結
び
つ
い
て
強
一
喜
多
灘
公
民
舘
一
す
る
の
が
立
前
で
あ
り
ま
す

一
カ
に
推
進
し
つ
i
あ

る

の

で

一

一

O
三
、
五

O
O円
一
が
新
町
と
し
て
は
之
等
の
団

一

あ

り

ま

す

。

練

っ

て

本

町

の

一

長

浜

水

族

舘

一

体

活

動

に

対

し

て

適

当

た

助

一
社
会
教
育
の
現
状
を
見
る
と
一
六
二
八
、

0
0
0円
一
成
を
す
る
こ
と
の
必
要
中
認

り
一
き
よ
り
一
層
の
振
興
を
計
ら
一
四
、
民
主
園
体
と
し
て
の
婦
人
一
め
左
記
の
通
り
助
成
を
予
算

一
ね
ば
な
ら
ぬ
実
情
で
あ
り
ま
一
会
青
年
団
は
終
戦
後
新
た
に
一
化
し
て
あ
る
の
で
寸
が
妥
留
一

一

ず

一

民

主

的

な

発

足

を

見

、

着

々

一

に

副

い

得

な

い

こ

と

甚

は

だ

で
て
本
町
構
成
の
旧
六
ケ
町
村
一
地
域
社
会
の
社
会
教
育
文
化
一
遠
く
郡
内
町
村
の
ぽ
較
を
見

一
に
於
け
る
昭
和
廿
九
年
度
の
一
向
上
の
為
に
実
績
を
挙
げ
て
一
て
も
極
め
て
僅
少
で
あ
る
ζ

f

史
一
社
会
教
育
費
は
一
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
就
中
一
と
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

ィ

」

旧

長

浜

町

一

婦

人

会

は

漸

次

順

調

な

発

展

一

大

町

費

補

助

額

一
八
一
一
、
一
八

O
円
一
を
見
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
一
生
活
改
善
活
動
助
成

一
人
口
一
人
当
り
一
一
一
円
一
一
と
生
活
改
善
等
の
廷
を
挙
げ
一
五

O
、

0
0
0円

一

旧

櫛

生

村

一

社

会

奉

仕

児

童

福

祉

等

に

責

一

体

育

奨

励

費

う
一
一
二
二
三
、
五

O
O円
一

献

す

る

所

見

る

べ

き

も

の

が

一

一

八

O
、

0
0
0円

c一
人
口
一
人
当
り
四
五
円
一
あ
り
ま
し
た
。
青
年
団
に
於
一
国
民
祝
日
行
事
費

一

回

出

海

村

一

い

て

は

指

導

層

に

適

任

者

少

一

一

0
0、
0
0
0円

一
二
六
九
、

0
0
0円
一
な
く
思
想
の
混
乱
と
相
倹
つ
-
視
聴
覚
教
育
委
員
会
負
担

一
人
口
一
人
当
り
一
九
一
円
一
て
十
分
陀
其
の
本
領
を
発
揮
一
四
九
、

0
0
0円

一

回

大

和

村

一

し

得

な

い

憾

も

砂

く

な

か

っ

一

民

主

団

体

す

化

活

動

並

二

町

一

一

入

O
、

8
0円
一

た

趣

味

互

に

発

足

し

た

青

一

産

業

研

」

喜

一

人

口

一

人

当

り

五

O
円
一
年
団
は
は
っ
き
り
し
た
理
想
一
一

0
0、
0
0
0円

一

旧

白

滝

村

一

を

失

い

漸

次

不

振

に

陥

り

つ

一

大

社

会

教

育

費

住

民

分

類

額

一

六

二

、

0
0
0円
一

い

に

青

年

学

級

を

中

心

と

し

一

比

較

表

九
人
口
一
人
当
り
一
七
円
一
て
の
運
営
に
よ
っ
て
其
の
命
一
五
十
崎
町
一
九
一
円

一

旧

喜

多

灘

村

一

脈

を

保

っ

て

い

た

の

観

が

あ

一

内

子

町

一

六

四

月

)

一

一

一

二

八

・

六

五

六

円

一

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

一

大

洲

市

一

四

四

円

桁
一
人
口
一
人
当
り
八
二
円
一
主
一
月
年
学
級
費
(
前
年
度
)
一
河
辺
村
七
七
円

町
一
合
計
一
五
五
九
、
一
五
六
円
一
櫛
生
村
七
二
一

O
O円
一

肱

川

村

七

二

円

山
一
三
、
社
会
教
育
の
総
合
的
拠
点
一
出
海
村
七
一
六
二

O
円

↓

長

浜

町

六

八

円

一
日
一
と
し
て
其
の
重
要
性
を
認
め
一
大
和
村
三

0
0
0
0円
一
七
、
新
町
教
育
委
員
会
は
其
の

拍

一

ら

れ

て

い

る

公

民

舘

は

出

海

一

白

滝

村

九

0
0
0円
一
発
足
と
同
時
に
管
内
学
校
教

櫛
生
喜
多
灘
の
旧
三
ケ
村
に
一
喜
多
灘
村
三
七

0
0
0円
一
育
の
振
興
と
相
侯
っ
て
社
会

公
認
の
も
の
が
出
来
て
い
て
一
五
、
新
町
の
誕
生
と
共
に
民
主
一
教
育
の
振
興
を
重
要
な
施
策

中
で
ん
出
海
に
は
専
用
の
公
一
団
体
は
其
の
使
命
の
重
大
な
一
と
し
管
内
文
化
団
体
の
連
絡

民
舘
が
建
設
さ
れ
て
本
格
的
一
る
を
自
覚
し
逸
早
ゃ
ぐ
旧
六
一
統
制
を
図
る
と
共
に
単
位
団

活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
一
ケ
町
村
の
青
年
団
が
団
結
し
一
の
正
常
な
活
動
を
促
進
し
て

り
ま
す
が
他
の
二
ケ
村
は
学
一
て
長
浜
町
一
連
合
青
年
団
を
結
一
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
ど
う

校
の
講
堂
に
併
設
さ
れ
沖
浦
一
成
し
新
町
の
文
化
向
上
の
為
一
し
て
も
社
会
教
育
の
活
発
な

分
舘
は
旧
小
学
校
々
舎
を
転
一
に
自
主
的
な
汚
動
体
制
を
整
一
る
振
興
の
為
に
は
綜
合
拠
点

用
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
↓
え
婦
人
会
も
亦
旧
六
ケ
町
村
一
と
し
て
の
公
民
舘
が
旧
町
村

旧
長
浜
町
に
は
公
民
舘
の
公
一
十
個
の
単
位
婦
人
会
を
結
集
一
内
の
地
域
を
主
体
と

L
て
設

認
の
も
の
も
な
く
専
用
設
備
一
し
て
新
長
浜
町
婦
人
協
議
会
一
置
さ
れ
る
と
と
を
念
願
し
地

も
出
来
て
い
な
か
っ
た
が
其
一
を
結
成
し
単
位
婦
人
会
を
中
一
域
住
民
の
盛
上
る
力
に
ょ
っ

の
代
り
博
物
舘
法
に
よ
る
水
↓
心
と
し
た
活
動
体
制
を
整
辻
仁
一
去
花
民
主
的
な
設
置
を
期
L
た

族
舘
が
設
置
さ
れ
広
い
範
間
一
た
の
で
島
問
喧
ー
止
ド
十
斗
ト
J

ヨ
昨
日
治
あ
り
ま
す
。
幸
に
也

昭和30年7月20日
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生
喜
多
灘
の
外
に
戒
川
柴
も
横
の
関
係
で
結
び
合
い
な

主
島
白
滝
を
始
め
続
々
其
の
が
ら
下
か
ら
盛
上
る
活
動
と

設
置
の
機
運
が
高
ま
っ
て
来
し
て
問
題
の
核
心
に
迫
つ
で

て
着
々
活
動
を
開
始
し
て
居
行
く
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の

る
公
民
舘
も
出
来
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
教
育
そ
ラ
し
た
方
針
に
よ
っ
て
各

委
員
会
は
社
会
教
育
法
に
よ
地
域
の
特
異
性
を
生
か
し
つ

つ
て
本
町
社
会
教
育
振
興
の
つ
新
町
全
体
が
円
満
な
発
展

為
各
地
域
か
ら
社
会
教
育
委
を
遂
げ
住
み
よ
い
社
会
を
建

員
を
委
嘱
し
以
っ
て
本
町
社
殺
す
る
為
に
一
般
大
衆
の
痛

会
教
育
の
計
画
樹
立
研
究
調
切
な
課
題
を
発
見
し
之
に
向

査
地
域
の
課
題
解
決
の
為
に
っ
て
綜
合
的
に
協
力
し
全
町

教
育
委
員
会
の
相
談
役
と
な
教
育
の
実
を
挙
げ
る
よ
う
努

っ
て
助
言
を
受
け
る
こ
と
に
カ
を
致
す
べ
ぎ
で
あ
り
ま
す

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
大
長
浜
町
社
会
教
育
委
員

入
、
現
在
社
会
教
育
の
領
域
に
一
長
浜
地
区
小
山
龍
之
輔

横
た
は
る
ど
の
課
題
を
と
っ
一
櫛
生
グ
石
川
鉄
四
郎

て
見
て
も
其
の
奥
行
は
深
か
一
出
海
。
河
井
八
十
一

〈
複
雑
で
こ
れ
を
解
決
し
て
一
相
生
。
矢
野
関
男

行
く
の
に
一
北
目
前
の
教
化
運
一
豊
茂
M

久
保
宮
男

動

の

よ

う

に

上

意

下

達

式

の

一

白

滝

庁

東

豊

も
の
で
は
い
け
な
い
し
一
つ
一
喜
多
灘
庁
伊
藤
晴
一

一
つ
の
団
体
の
孤
立
主
義
で
一
青
島
庁
紙
本
徳
之
助

あ
っ
て
も
不
可
能
で
あ
り
ま
一
沖
浦
グ
西
国
関
弥

す
団
体
と
団
体
、
団
体
内
部
一
柴
。
吉
本
吉
信

の
個
人

y
¥
が
自
主
的
に
而
一
戒
川
府
久
保
千
代
広

義

賓

可

士

言

一

口

問

止

窃

義

吉

匿
事
ゐ
呂
田

-
H
L
E
需
山
中
」
月
命
日
一
一
6
E

の
活
動
の
た
め
に

岸本印刷所印刷所

社
会
福
祉
協
議
会
は
昭
和
二

十
六
年
社
会
福
祉
事
業
法
に
基
、

き
各
都
道
府
県
ま
で
は
、
そ
の

組
織
が
犠
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
町
村
に
つ
い
て
は
、
そ
ェ

の
目
的
が
「
そ
れ
ん
¥
の
地
域
一

社
会
を
健
か
な
豊
か
な
も
の
に
一

す
る
こ
と
、
い
L
か
え
れ
ば
新
一

し
い
村
守
つ
く
り
よ
り
ょ
を
郷
土
一

へ
の
建
て
直
し
に
あ
る
」
の
で
一

住
民
の
理
解
と
盛
り
上
る
要
求
一

に
よ
る
組
織
が
望
ま
れ
、
厚
生
一

省
や
県
か
ら
は
こ
の
趣
旨
に
よ
一

り
当
時
組
織
要
領
が
示
さ
れ
こ
一

れ
を
す
i

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
一

そ
の
構
想
が
理
想
的
で
あ
り
進
一

歩
的
で
あ
り
ま
し
た
た
め
永
い
一

間
上
か
ら
の
強
度
政
治
に
慣
ら
一

さ
れ
た
大
衆
に
は
白
分
遠
の
町
一

や
村
を
自
分
達
の
手
で
建
て
直
一

す
と
い
う
新
し
い
社
会
福
祉
協
一

議
会
の
理
念
が
容
易
に
理
解
す
-

る
事
が
出
来
ず
す
で
に
四
年
を
一

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
町
村
一

合
併
と
い
う
大
き
な
地
方
問
題
一

も
あ
っ
た
た
め
に
本
県
に
お
け
一

る
町
村
等
小
地
域
社
会
福
祉
協
一

議
会
の
組
織
は
停
頓
の
形
と
な
一

っ
て
い
る
の
で
、
本
町
に
於
て
一

は
速
が
に
之
が
結
成
を
行
い
目
一

下
促
進
中
で
あ
り
ま
す
。
一

こ
与
に
そ
の
組
織
内
容
と
運

営
に
つ
い
て
を
比
歴
し
て
御
協

カ
御
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
0

0
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織

L 

町
民
の
生
活
の
福
祉
に
直
接

間
接
関
係
の
あ
る
よ
う
な
公

私
の
機
関
や
団
体
の
代
表
者

及
び
町
民
の
各
階
層
を
代
表

す
る
様
な
指
導
的
な
人
達
具

体
的
に
言
え
ば
、
保
育
所
や

疫
産
場
或
は
診
療
所
の
よ
う

な
社
会
事
業
施
設
の
代
表
者

民
生
委
員
少
年
或
は
成
人

保
護
司
、
社
会
教
育
委
員
、

公
民
舘
長
等
の
よ
う
な
直
接

社
会
福
祉
の
活
動
に
た
づ
さ

わ
っ
て
い
る
者
、
J

そ
れ
に
役

場
の
社
会
係
、
更
に
学
校
の

先
生
や
警
察
の
人
達
、
青
年

団
、
婦
人
会
、

P
T
A
等
の

代
表
者
、
宗
教
家
、
農
協
そ

の
他
産
業
団
体
の
代
表
、
ま

た
町
村
会
議
員
等
を
も
っ
て

組
織
さ
れ
ま
す

。
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

一
ロ
に
社
会
福
祉
と
い
っ
て

も
福
祉
の
問
題
は
非
常
に
範

聞
が
広
く
生
活
保
護
と
か
児

童
福
祉
の
よ
う
な
従
来
よ
り

社
会
事
業
と
よ
ば
れ
た
も
の

の
他
に
、
保
健
衛
生
、
レ
ク

リ
エ

l
v
ヨ
ジ
(
体
育
慰
安

娯
楽
等
)
生
活
改
善
等
を
ふ

く
む
社
会
教
育
な
ど
要
ず
る

に
町
民
の
生
活
に
関
係
の
ら

る
問
題
で
皆
が
や
ろ
う
と
賛

成
す
r

る
も
の
な
ら
何
を
と
り

-
あ
げ
て
も
よ
い
。
そ
う
町
J

れ

一
ば
今
ま
で
凍
ぷ
北
か
な
A

つ

4
1一
一
回
仲
弘
司
，

4
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ト
九

斗
ー
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卒
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守
哲
学
女
支
I
W
A不
買
収
制
ー
大
立
与

'Z時
ぃ
刊

住
民
登
録
の
屈
出
働
行
に
つ
い
一
れ
よ
ほ

昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日
よ
り
一
と
に
な
っ
て
を
り
ま
ず
か
ら
居

住
民
登
録
法
が
施
行
さ
れ
て
か
一
出
の
済
ん
で
い
な
白
い
方
は
す
ぐ

ら
既
に
三
年
に
な
り
ま
す
が
そ
一
に
手
続
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

の
後
転
入
さ
れ
た
方
や
、
転
居
一
住
民
登
録
と
い
う
制
度
は
皆
さ

さ
れ
た
方
で
届
出
が
済
ん
で
い
一
ん
も
す
で
に
御
承
知
の
と
お
り

な
い
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
長
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
人
を

転
入
、
転
居
等
に
よ
り
住
所
が
一
登
録
し
(
外
国
人
を
除
く
)
司
各

移
動
し
た
場
合
や
世
帯
主
が
変
一
穫
の
町
行
政
事
務
を
正
確
に
処

一
史
し
た
と
き
、
世
帯
が
併
合
又
一
理
す
る
た
め
の
資
料
に
す
る
こ

は
分
離
し
た
場
合
に
は
十
四
日
一
と
L
住
民
の
方
々
の
居
住
関
係

以
内
に
住
所
地
の
役
場
(
支
所
一
を
明
ら
か
に
し
日
常
生
活
の
利

管
内
に
つ
い
て
は
管
轄
支
所
)
一
便
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
-
い
ま
す
。
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霊 賞 海喜船先帰出い長雪間八旧安八
大 品 7Kひ内着港港ろ浜ハ合月長祭月
会とと 浴整l頃午は Jイせ五浜り七、
( 詰場理一後丸青キ T日田了ゴロ
六 用問午に 費五ー に島シさ迄内 y 同

日 一後てーO時て士グいに(ク
日七其貫一 人名 午自)商参 l
間日の匁時 一 ー前日主 工加ノレ
)の他よ O 十王 会者
二り円 時ムには
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話E主存主至高官J¥高官八駅詰 海 事草
案会に観出は校職月校中月前り 水采写選
内員、光)海グ域二グ学十広大媛治官真抜
いか団者に水ラ野ムラ校 m 場会新場会撮主
た(体の観浴 γ 球 T y野出l午 開 2S~向
し双観便光期ド大二ド球百後 社(伊予
ま葉光を案問に会十に大 八 提モ~)Iラ
ナ会者は内中て ーて会 時供デ ク乙
員にか所駅 ー よ)ノレ lじ
)はるを前 臼 り 愛ノレム

た
よ
う
な
こ
と
で
色
々
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
発
見
さ
れ
之
が
解
決
の
案

が
出
来
て
き
ま
す
。
い
よ
い

よ
そ
の
対
策
を
実
行
す
る
に

あ
た
っ
て
、
は
第
一
に
つ
な
が

り
の
あ
る
公
私
凡
ゆ
る
機
関

や
団
体
が
協
力
し
全
町
民
が

そ
の
問
題
の
重
要
性
を
理
解

し
て
そ
の
解
決
に
協
力
す
る

事
が
社
会
福
祉
事
業
推
進
の

ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。

。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

社
会
福

ν協
議
会
は
自
分
の

町
の
社
会
問
題
に
つ
い
て
皆

が
話
合
い
理
解
し
合
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
謂
わ
ば
常
会

の
や
う
な
気
持
で
集
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
特

定
の
主
意
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
ず
全
体
で
そ
の
問
題
を
考

え
、
計
者
し
推
進
す
る
こ
と

『

'

…

ゾ

一

を
使
命
と
す
る
こ
と
で
あ
る

が
実
際
に
は
社
会
福
祉
の
事

柄
は
色
々
専
問
的
な
知
織
や

方
法
や
熟
練
を
必
要
と
す
る

こ
と
が
多
い
そ
こ
で
実
際
の

仕
事
を
進
め
る
に
は
社
会
事

業
家
と
か
民
生
委
員
、
司
法

保
護
司
、
社
会
教
育
委
員
或

は
フ
ク

ν主
事
と
か
の
よ
う

な
専
問
家
の
人
達
を
中
心
に

し
て
行
う
事
が
必
要
で
あ
り

ま
す
そ
こ
で
社
会
福

ν
の
諸

問
題
に
つ
い
て
町
民
が
真
剣

に
考
え
皆
で
問
題
を
み
つ
け

だ
し
協
議
会
に
此
て
之
が
解

決
の
方
法
を
考
え
だ
す
時
始

め
て
社
会
i

事
業
が
始
ま
り
そ

の
責
任
を
遂
行
す
る
た
め
の

組
織
と
し
て
社
会
福
V
協
議

会
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
り
ま
す
。
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(な るか居 諸薬毒療 こ に流類るし知人 1- (QJうは今上然農 り年用て てりすせ更しノレ
昨いホ場なくニに 1品しにハとロすしはかてられイ原 農で白一年のに薬皆ま々す比又居かるん改たを又
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需主よ需手二主弓三宍季語長雪宇手雪村稲穂主事ノ:Zて車禁君主土42君主号室正宗湿午定量事芝222員合君主票す存住ミ雲L1
は点石すオ、官 O尿、は数し度目どす時の肥根各!と分無秋、物把2愛子い期いが期宇良因子行は期行終が場係五切り返とっち、の草米
追を五 0 ン三虫 O素晩幼のてえ J効る期出這の葎草は効接待を料のの。に其、清千回、しう七のうりそ合で日ら、れとがの其水 作

長事Z需型装信 主長聖護君雪追手雲Z2語EZZぎるZ高EZZ議員 富喜差Z喜一塁 。早翌ぷ語22幸震と器系Z護富ZZ
霊長哲吉8去除 8室理事長義Z音色ぎ足手 話著書22宇足長雪量 tE2A雲吉明 主主悪霊理4224雲母宅主主君主
よ布茎ー0駆 J 匁素硫を因を期頃。増止五 止便虫に抑るの筈助素 め遅草う高悪地 ら日成期有iJ:d量ぃ品期つあ次りー止
りす葉石倍除 位で安中と良にの出加薬日 さ利防役制。発にけを てれ後必いい下 八前期に過を京。諸に子る第予般草

語句三苦渋 ZEぷ2問時限525算計五五実 関主雲2故 伊開会結実ZZ雪量425皇Z
下効除分残に努秋新に怒る八一二す水い布ニてき四ハ同反ロ口らジに硫イつ灰 二る γ し剤い上黒す関撒一雨を)尚にで稲撒デ γ イし

聖目竺毒事球部品目霊と支JU22出5主42TZ時ぷお同時言22京将31悪性開書写52主主
れ窒。 Jに所方得を害つ温、の とれのみ酸ま( 石 石斗めう様し十竣防いミミ Oす加経幼虫注特るυ病 サ期すのの駆剤発期
ば索後三しに法ら行をて乾中更 。始時水銅〉二石灰 五式浅にのて六調除かドド Oと用油虫 意に。逗に >'~る処発除又生栽

雲間Z産2422民事望書 22E雪量五百草 さ去をれ宣告ぎ葉会ZZ丸紅主茶室百Z塁手喜男 戻tEETZF皇室
二をにー全強主。又生。の夏定 と千お二く日浮反 浅ドす。でー外撒るの硫防液又=もに生下事す年稲ベ 三二。改注こ H 怠植
O追中程容い校 若時時為の きしい四こ水草当 水 iるこ薬石を信 何段除三仕パの Bが匂)るはのロ 班十 苫怠と C し水

草詰空言語53? iiiS533?諸事長?i523 173i;4251ati it。長?
糖が八 二れ分育育匂は気温一八、 定々ツ取本ハと高時をを種穴怨切ロ寸飽 lる大入にし囲巾イる家位位一線 通がの下あ加花な遅月の一二 二二ーが度 L
分整月成果るのにをにあ候州密月果植租ク外菜、よ目ーし行しをセ込、平了カ。体れ混たを四、 庭置と O床練切多直句るし葬るれ上分度 O 白 f ぢ~:
がひ中 実 転要な果る状密特柑樹すいをし四定いに本てう夜穿 lが播方に y ー水充ぜ堆造尺練 菜をな 0ー床とい播に。な訟もた匂化 f度菜白ペ低いk
生来匂 内 流すす実が態柑果橘 る堆取底 i 簡と二。土ち八終種、て位置は分た肥る、床 菌決る匁プ育忠ので雨長い分のりで期一位の案通でt
成汁に の 等る。は八にに実樹 。肥外に六櫨 単す本本を一分れ及深切の夜ー水もと。高の で定か位リ苗はではが浜の化は肥あは六で発 出置
さに至 酸 の成従極月依於発の をし鈎枚 なると系なケ深ぼぴさ目柔位坪をの土床さ設 はすらでツ法れ練遅少町でし葉培る十度結育 来け
れ酸る 及 激分つめ下りて育生 敷幾了に る o1.， ._し所さそ管三をか日一注をと土五置 庭る運反ク る床播いの結以数管か月位球期 るほ園 e

る及果 び しのてて匂多はE理 き分をな 日育二枚小三二の理 t入さ覆石いj享をは! 等 搬当の 。移に所知球後の理ら下が期の ー
。び実糖 さ霊泉旺 i少其盛 濯深入る 覆苗!の量~ I中西れにを必でさほ充六 をを三大 穏なでく不義少の播匂ょに適 ケ
酸微の 分が硝笑盛九のの 水目れと を中三時の四三央寸るなし要練三ど分寸 利三号O き 栽るは八充義い不種 Jいは温 月

2号室 2定五主義112 持72 2詰雪司時Z言 dUZ江主葉足 字詰注 雲君主i毛主25票士喜25- 昌!、

当く時と以し燥!r:l:.にる養のめ果用樹水部依す水柑一 事に転栄ら余震エ|養討す依八、下つ月る地四る月根ばてい根三を害る激つ中がすも l等でに成

上J空三、Z科長毒E42費Zま霊23宗主12富警合2室号室主号完土器宗主主2マ5平協石室票写実ミ品22雪浮室4完22TzfZ員三事品
宗君臨童五宮室主宗主眠時言語手童日凶器署員員長争当早T同技会有害2百沼署壁郡龍王雪量222ぷ訪日間関号弘
田を)以水及少平甚い郡をカあな等動をる少くっす符園あ効様らがて句を果な月発にのな活以格下の盛れ牧ですのがは 要い剤極は生。体問激要発関生 E
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;3./ぺ
日字、管}

な
け
れ
ば
な
ら
弘
い
。
引
叶

桟
に
十
年
生
以
下
の
幼
樹
に
一
川

し
て
は
其
の
必
要
性
も
大
き
く

効
果
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
石

二

摘

果

一

本
年
は
比
較
的
着
花
状
態
は

良
好
で
秋
の
牧
穫
に
相
当
の
期

待
を
寄
せ
て
い
た
が
、
赤
ダ
ニ

野
虫
の
大
発
生
に
合
せ
て
梅
雨

期
と
言
ひ
乍
も
異
状
な
早
舷
で

生
理
的
落
果
を
多
く
し
た
。
然

し
未
だ
/
¥
結
果
過
多
の
傾
向

に
あ
る
の
で
発
育
不
良
果
、
奇

形
果
、
傷
果
更
に
果
実
密
生
部

の
間
引
を
行
ふ
必
要
が
あ
る
。

時
期
は
出
来
る
だ
け
早
く
行
っ

て
樹
の
負
担
を
少
し
で
も
経
く

し
て
や
り
残
果
の
発
育
を
促
進

せ
し
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
早
生
温
州
、
葉
三

O
枚

に
一
呆
の
割
合
、
普
通
温
州
二

o
i一一一
O
枚
に
一
果
の
割
合
が

標
準
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
鋳
ダ
ニ
予
防

愈
々
本
格
的
な
乾
燥
期
に
入
り

鍔
ダ
ニ
の
発
生
時
期
と
な
る
と

く
に
本
年
は
赤
ダ
ニ
の
発
生
も

事
の
外
大
か
っ
た
が
鋳
ダ
ニ
の

発
生
も
可
成
り
多
い
も
の
と
思

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
虫
は

は
発
生
を
見
て
か
ら
の
薬
剤
撒

布
は
効
果
少
な
く
発
生
前
に
充

分
な
る
予
防
を
行
ふ
事
が
必
要

で
あ
る
使
用
薬
剤
は
今
迄
は
石

灰
硫
黄
ム
ロ
剤
の
撒
布
を
行
っ
て

い
た
が
本
剤
の
使
用
で
は
撒
布

回
数
を
多
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
欠
点
が
あ
る
。
新
薬
と
し

て
は
ベ
ス
ト
ッ
ク
ス

l
コ
一
が
市

販
さ
れ
て
い
る
が
効
果
大
な
る

も
薬
債
が
高
い

石

灰

硫

黄

合

剤

一

五

O
傍

(
水
一
斗
に
つ
き
七
勺
加
用
)

ベ
ス
ト
ッ
ク
ス

l
三

一O
O
O倍

(
水
一
斗
に
つ
ぎ
一
勺
加
用
)

四
赤
ダ
ニ
発
生
に
注
意

五
月
、
六
月
と
猛
威
を
ふ
る
っ

た
赤
ダ
ニ
‘
も
八
月
、
九
月
に
入

っ
て
益
々
威
力
を
加
へ
て
来
る

で
あ
ろ
う
。
充
分
注
意
し
て
少

々
早
自
に
マ
ラ
ソ
シ
乳
剤
一
二

O
O倍
!
一
五

O
O倍
又
は
ネ

A
A
J

ア
ジ
一
五

O
O倍
を
撒
布
す

る
事
、
尚
ベ
ス
ト
ッ
ク
ス

l
三

は
赤
ダ
ニ
鋳
ダ
ニ
に
対
し
て
は

卓
越
せ
る
効
果
を
有
す
る
の
で

本
剤
の
撒
布
を
す
も
、
占
め
る
。
本

剤
は
前
述
の
如
く
一

0
0
0倍

液
を
撒
布
す
る
。

五
青
酸
瓦
斯
矯
蒸
笑
施

前
月
に
述
J

べ
た
如
く
最
近
介
殻

虫
類
の
発
生
が
相
当
見
受
け
ら

れ
る
の
で
僅
少
時
に
矯
蒸
を
実

施
し
徹
底
的
防
除
を
期
せ
ら
れ

度
い
。
又
本
剤
の
実
施
は
果
実
の
品
質

充か充すのヨドる ζ を蚕しら豆ら 注 様界ぎ%於室温上怒 る全るるるはびこ桑枚三四 は素施燐肥を植 虫せ 以るび く O と
分ら分る保蚕。七と多の室なつ食初意六にと充以て温に秩遇七五。に。演。梢タのと下令!ー普四絶質し酸は選え日三営ずす二下。麦呑すーネ

ら
1

め
る
の
で
是
非

せ
ケ
れ
た
い
。

蚕
+
月
ム
M

間
育
に
つ
い
て

署
施
設
に
最
善
を
つ

西
、
南
側
に
は
廷
及

を
用
い
て
日
夜
を
す

内
の
温
度
は
八
十
度

つ
様
注
意
す
る
事
。

品
種
の
選
定
に
注
意

糸
量
、
糸
質
本
位
と

本
位
と
す
る
こ
と
即

、
飼
育
容
易
な
も
の

蚕
桑
園
の
選
定

風
良
好
に
し
て
荒
く

晩
秋
権
委
専
用
桑
園

る
こ
と
。
桑
園
の
施

を
主
肥
と
し
そ
の
上

皇
及
石
灰
を
充
分
に

園
に
し
、
速
効
性
窒

を
多
く
施
し
た
桑
園

さ
け
る
こ
と
。

蚕
用
桑
の
選
び
方

立
桑
園
の
場
合

最
大
光
葉
よ
り
下
へ

、
二
令
は
六

t
七
枚

大
光
葉
よ
り
一

l
二

七
l
八
枚
を
混
合
摘

。
降
雨
勝
な
場
合
は

内
で
硬
白
の
方
を
遺

す
る
。
早
天
勝
の
時

自
の
方
を
朝
摘
と
す

他
皮
白
波
芽
法
に
よ

の
適
択
も
良
法
で
あ

し
た
る
も
の
は
、
完

d

す
る
事
が
大
切
で
あ

温
湿
度
を
良
化
す
る

t
八
十
度
の
範
囲
で

が
二
十
二
日
内
外
で

様
特
に
壮
蚕
期
の
高

抵
抗
力
が
弱
い
か
ら

昇
を
防
ぐ
。
湿
度
に

稚
蚕
期
は
多
湿
九
十

て
草
葉
の
萎
縮
を
防

食
さ
せ
る
が
三
令
を

壮
蚕
期
は
多
少
乾
く

す
る
こ
と
。

不
足
に
な
ら
な
い
様

事。期
は
特
に
高
温
だ
か

が
旺
盛
で
全
令
期
に

一
系
が
不
足
し
て
は
な

特
に
稚
蚕
期
に
注
意

高
い
場
合
は
稚
一
安
壮

く
思
い
切
っ
て
給
桑

て
充
分
飽
食
さ
せ
る

切
で
あ
る
。

期
の
保
護
を
良
く
す

、がく別混同て桑秋す、飼し分上はの対す日十飼
阪大しなが。食カ蚕る桑育て飽に、よしる数五育

‘会出食 u 護期
ょj ， .~Á. 英米、桑-ilt\Hζ は

高
湿
な
る
た
め
眠
期

注
意
し
起
蚕
を
強
く

前
に
高
読
す
ぎ
る
と

し
な
い
で
就
眠
す
る

る
限
り
室
温
を
下
げ

さ
せ
て
か
ら
就
眠
さ

4 
• J 

丘三 i 

、、
¥ 

司、，

1 

せ
る
必
要
が
あ
る
、
桑
付
け
は

梢
早
目
と
し
早
い
起
蚕
を
高
温

度
の
許
に
十
時
間
以
上
絶
食
の

ま
L
放
置
す
る
こ
と
は
絶
対
に

さ
け
る
こ
と
。

八
、
蚕
病
予
防
に
万
全
を
期

す
る
こ
と

春
蚕
期
に
蚕
病
が
発
生
し
た

る
蚕
室
、
蚕
具
は
完
全
に
ホ
ル

7

リ
γ
消
毒
す
る
と
と
。

①
硬
化
病
掃
立
当
時
よ

り
蚕
病
予
防
薬
剤
(
ホ
ル
マ
リ

γ
。
パ
フ
ソ
l
ル
。
セ

ν
ナ
シ

石
灰
。
ク
ラ
イ
ト
)
等
を
用
い

、3
。
土
産
明
土
産
室
勺
d
r
u
u
夜

、
d

孔

4
一
宅
五
羽
J
b
v
一『壬

5
Z
仁

r
フ
e
L
L
3
ノ

る
限
り
乾
燥
す
る
様
に
す
る
。

便
化
病
が
発
生
し
た
ら
白
く
な

ら
な
い
内
に
早
く
除
去
す
る
。

mw
膿
病
(
軟
化
病
)

本
委
期
は
稚
委
、
壮
蚕
を
問

わ
ヂ
高
温
わ
誘
発
し
易
い
か
ら

蚕
室
温
度
の
低
下
に
注
意
す
る

こ
と
。
稚
蚕
期
の
食
桑
不
足
も

膿
病
を
誘
発
す
る
か
ら
食
桑
不

足
に
な
ら
ぬ
様
充
分
飽
食
さ
せ

る
こ
と
、
水
分
減
少
と
食
桑
不

足
、
桑
葉
激
変
等
が
重
な
っ
た

場
合
又
多
湿
状
態
で
濡
桑
給
与

等
は
発
病
を
多
く
す
る
か
ら
注

意
す
る
こ
と
。
↑

+円ム
M
畜

産

大

犬

家
畜
衛
生

炎
暑
の
時
期
に
入
る
為
人
間

同
様
家
畜
も
胃
腸
の
働
き
が
に

ぶ
り
食
慾
が
減
退
す
る
時
で
あ

る
か
ら
如
何
に
し
て
充
分
に
食

欲
を
持
た
す
か
と
云
う
事
に
心

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ま
の
す

て
一
色
舎
に
必
ら
ず
下
窓
を

付
け
通
風
を
良
く
し
爽
快
な
気

分
に
す
る

二
、
運
動
は
早
朝
と
夕
方
、

夜
に
か
け
て
、
-
保
健
上
大
切
な

日
課
と
す
る
。

三
、
胃
腸
に
良
い
飼
料
を
。

山
野
草
等
八
種
類
以
上
混
っ
た

も
の
を
給
与
す
る
こ
と
。

四
、
常
に
清
水
を
与
え
る
事

五
、
飼
料
が
残
ら
な
い
様
に

与
え
る
。

夏
の
病
気
の
原
因
と
手
当

て
日
射
病
、
熱
射
病
(
牛
)

原
因
炎
天
下
に
つ
な
い

で
い
た
り
、
炎
下
で
使
役
し
た

り
炎
天
下
自
動
車
で
輸
送
し
た

り
、
ム
リ
V
/
¥
す
る
風
通
し
の

悪
い
畜
舎
に
い
た
場
合
発
病
す

る。。
病
状
病
牛
は
ポ
ジ
ヤ
リ

し
て
気
力
が
な
い
、
歩
く
と
ふ

ら
/
¥
す
る
、
ひ
ど
く
汗
を
か

く
、
体
を
ぷ
る
/
¥
ふ
る
わ
す

体
温
四
十
二
度
以
上
に
な
り
後

に
は
下
が
る
。
呼
吸
が
早
く
な

る
。
脈
が
多
く
な
り
弱
い
、
急

性
の
場
合
は
十
数
分
で
死
ぬ
も

の
、
一

J
一
三
日
位
で
死
ぬ
る
も

羊
と
朝
夕
話
を
し
て
早
期
発
目
ハ

て
優
り
ょ
う
品
種
の
固
定
に
成
一

羽
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一

四

、

施

業

方

法

一

採
砲
、
さ
し
付
、
捜
床
の
適
一

応
条
件
等
く
わ
し
い
事
を
知
り
一

た
い
方
は
森
林
組
合
に
申
出
て
一

下

さ

い

。

一

@
橋
英
樹
(
エ
リ
ー
ト
)
一

選
抜
ゴ
ジ
ク
ー
ル
に
付
い
て
一

資
格
同
一
橋
裁
年
度
の
一

人
工
林
で
林
令
三
十
年
以
上
の
一

林
分
内
に
生
立
し
て
い
る
木
で
一

あ
る
事
、
周
囲
の
木
に
比
殺
し
一

て
成
長
量
が
特
に
大
き
い
事
等
一

色
々
条
件
が
多
く
あ
り
ま
す
か
一

ら
出
し
て
見
た
い
方
は
森
林
紘
一

合

で

聞

い

て

下

さ

い

。

一

申
込
期
日
は
六
月

i
十
二
月
一

ま

で

一

。
造
休
用
捜
木
苗
の
購
入
一

斡

旋

に

つ

い

て

一

さ
し
木
苗
の
希
望
者
は
至
急
一

森
林
組
合
に
申
込
ん
で
下
さ
い
一

(
苗
木
の
移
入
は
年
内
に
行
つ
一

て
秋
楕
又
は
仮
植
し
て
早
春
に
一

椅
栽
す
る
方
が
成
績
が
よ
い
)
一

・
0

無
益
竹
林
の
処
理
一

一
、
田
畑
の
周
囲
や
、
一
般
一

造
林
地
(
針
葉
樹
、
一
新
炭
休
を
一

間
は
ず
)
に
格
別
牧
益
も
よ
ら
一

な
い
、
否
か
え
っ
て
設
作
物
戎
一

い
は
休
木
の
育
成
上
甚
だ
し
く
一

窓
口
を
与
え
て
い
る
様
な
竹
薮
が
一

か
な
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
様
で
一

あ
り
ま
ず
が
之
等
の
竹
林
を
速
一

か
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
一

す

。

一

三

、

処

理

方

法

一

(
イ
)
ク
ロ
ジ
ュ

l
ム
(
笹
桔
一

剤
)
を
反
当
二
十
活
(
約
五
、
一

三
震
)
を
全
面
撒
布
す
る
一

(
ロ
)
時
期
七
月
(
新
竹
一

の
葉
が
全
部
関
葉
し
終
っ
て
か
一

ら
)
九
月
下
句
頃
ま
で
の
成
育
一

期

間

中

一

。
注
意
竹
を
切
取
っ
た
一

り
、
中
切
に
し
て
か
r
り
播
い
て
一

も
効
果
が
な
い
こ
と
、
尚
不
明
一

の
点
は
森
林
組
合
に
相
談
し
て
一

下
さ
い
(
合
薬
の
申
込
)
一

薬
僚
は
屯
当
り
六
十
円
程
度
一

(
反
当
千
二
百
円
内
外
)

の
も
あ
る
。
時
に
は
脳
病
状
を

起
し
て
J

あ
ば
れ
廻
る
も
の
も
一
す
る
こ
と

あ

る

。

一

ユ

制

時

一

ヶ

月

に

一

目

。
予
防
直
射
日
光
に
当
て
一
約
締
を
行
う
こ
と
、

ιく
に
舎

た

り

、

む

し

暑

く

に

一

一
認
の
場
合
に
必
要
が
あ
る
。

す
る
、
炎
天
下
の
運
動
や
使
役
一
一V
マ
凶
作
業
ム
A

す
る
事
を
避
け
る
。
常
に
動
作
一
一
診
浄
木
内
田
造
沫
乙
つ
い
で

に

ヨ

・

還

す

る

。

一

一
一
、
窓
口
百
修
軍
本
笠
℃
依

@
治
療
治
療
法
と
し
て
一

は
病
牛
を
凍
し
い
所
に
置
き
頭
一
る
遊
休
D
凌
秀
で

b
る
葺
を
愚
氏

や
体
に
冷
水
を
掛
け
る
、
冷
食
一
立
色
々
と
云
は
礼
て
い
る
為
皆

海
水
の
濯
鳴
を
す
る
、
ナ
イ
ダ
一
主
七
勾
求
m
W
3
事
と
恵
し
げ
ま
す

!
、
ラ
ム
ネ
類
を
呑
ま
す
。
謙
一
悼
大
各
境
~
る
を
氾
し
ま
す
と
芙

医

の

手

当

を

受

け

る

。

一

b
」
で
主
宣
云
学
川
町
乙
r
ト
良
・
木
刀

合
大
縞
羊
女
大
一
多
い
祢
に
於
て
也
市
股
沿
を
し

夏
期
に
於
け
る
緬
羊
管
理
の
一
乞
寺
乞
出
る
.
考
注
法
多
い
場
合

注

意

一

が

普

通

で

あ

り

ま

す

、

依

て

変

一
、
出
来
る
限
り
涼
し
く
す
一
良
な
る
母
体
そ
の
も
の
よ
り
直

る
事
戸
又
は
窓
を
開
放
し
て
通
一
一
湊
探
求
し
た
優
秀
伎
築
を
そ
D

風

を

計

る

事

一

一

L
挿
木
に
よ
り
採
取
す
る
。

二
、
出
来
る
限
り
敷
藁
を
取
一
一
回
仰
木
苗
の
優
秀
な
る
事
は
美
林

替
へ
常
に
床
を
乾
燥
さ
す
事
。
一

三
、
防
蚊
の
工
夫
を
す
る
事
一
造
成
ょ
の
母
体
と
な
る
事
は
言

D
D
T
乳
剤
の
六

O
O倍
液
一
ー
を
ま
た
な
い
事
で
す

で
待
々
消
毒
す
る
事
、
奴
す
ぺ
一
二
、
穂
取
台
木
の
設
定
に
つ

を
行
う
事
(
と
く
に
火
気
広
注
一
い
て

意
)
戸
、
窓
へ
蚊
の
入
ら
ぬ
程
一
右
の
理
論
に
よ
り
優
秀
な
る

度

の

金

網

を

張

る

事

一

四
、
日
光
の
直
射
は
極
力
さ
一
性
支
を
固
定
し
て
作
成
し
た
既

け
る
事
。
夜
間
は
出
来
る
だ
け
一
成
祢
よ
り
窓
木
を
探
取
し
て
一

舎
外
へ
短
時
間
で
も
出
す
事
一
牧
師
仰
木
首
を
養
成
す
る
に
は
五

。

飼

料

関

係

一

一
飼
料
は
夏
は
良
質
の
粗
飼
で
六
年
hr
十
四
、
五
年
生
の
造

料
を
充
分
与
え
る
事
。
良
質
の
一
林
地
か
ら
探
砲
を
行
う
が
こ
の

粗
飼
料
と
は
次
の
物
が
良
い
。
一
場
合
は
一
本
の
竪
聞
か
ら
毎
竿

ク
ズ
~
カ
ヅ
ラ
の
葉
)
ヨ
モ
ギ
一

ネ
ム
の
葉
(
コ
ク
カ
)
タ
プ
。
一
若
し
く
は
隔
年
に
数
本
づ
つ
を

桑
、
そ
の
他
国
畑
の
殴
畔
の
紋
一
探
寂
し
ま
す
、
而
し
乍
当
地
方

い
草
を
充
分
与
え
る
事
、
草
類
一
の
如
く
こ
れ
に
相
当
す
る
固
定

乙

過

食

は

な

い

一

二
濃
厚
飼
料
は
分
別
を
除

4
一
品
種
の
山
林
を
大
面
積
に
有
し

外
一
日
一
頭
当
り
二
合
を
越
え
一
な
い
所
で
は
、
先
づ
良
い
ム
ロ
木

ぬ
事
。
余
り
多
く
与
え
る
と
病
一
(
精
英
樹
「
エ
リ
ー
ト
」
と
云

気
に
な
る
か
ら
注
意
す
る
事
、
一
一
う
)
を
見
出
し
て
採
穂
を
す
る

又
与
え
る
時
の
注
意
は
ト
l
キ一

ピ
、
大
豆
、
数
大
豆
粕
等
は
そ
一
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

の
ま
L
で
よ
い
が
小
麦
、
裸
麦
一
一
二
、
精
英
樹
の
選
抜
に
つ
い

等
は
必
ず
紛
砕
す
る
か
、
押
麦
一
戸
、

に

し

て

与

え

る

。

一

三
塩
、
水
は
必
ず
常
備
し
て
一
皆
さ
ん
が
山
林
を
巡
回
の
際

自
由
に
食
べ
ら
れ
る
様
に
す
る
一
土
地
は
別
に
良
好
で
も
な
い
処

@
病
気
に
つ
い
て
一
に
一
本
他
よ
り
特
に
大
き
く
太

八
、
九
月
は
腰
麻
牌
り
発
病
一

時
期
で
す
。
原
因
は
奴
の
媒
介
一
っ
た
木
を
見
た
事
は
あ
り
ま
せ

で
発
病
し
ま
ナ
、
そ
の
病
原
体
一
ん
か
、
又
こ
の
木
が
左
の
条
件

は
牛
の
血
液
の
中
に
居
る
セ
タ
一
-
を
備
え
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

リ

ヤ

の

幼

虫

で

す

一

イ
症
状
腰
が
ふ
ら
(
一
経
済
林
経
営
の
為
に
は
成
長

L
て
歩
行
が
安
定
し
ま
せ
ん
、
一
が
特
に
早
く
、
形
質
が
優
れ
、

病
状
が
進
む
と
寝
込
ん
で
起
立
一
霊
園
虫
や
気
象
の
警
に
抵
抗
性

不
能
と
な
る
が
食
慾
は
割
合
あ
一

り
ま
す
又
一
践
を
少
じ
傾
け
ま
す
一
を
持
っ
て
お
り
、
現
地
(
権
裁

.
ロ
予
防
法
防
蚊
の
工
夫
一
地
)
適
応
力
が
強
く
、
し
か
も

を
す
る
事
、
予
防
注
射
を
行
う
一
単
位
面
積
の
庇
護
量
の
多
い
性

こ
と
(
前
月
号
に
記
載
)
一

ハ
治
療
法
予
防
法
と
大
一
質
を
具
備
し
た
も
の
で
す
。

差
あ
り
ま
せ
ん
、
要
は
常
に
緬
一
先
進
地
の
美
林
は
こ
の
様
に
し

r 

も

。，
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